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FlexCloneファイルとFlexClone LUNでサポートさ
れる機能

FlexCloneファイルとFlexClone LUNでサポートされる機能

FlexCloneファイルとFlexClone LUNは、重複排除、Snapshot、クォータ、ボリュー
ムSnapMirrorなどのさまざまなONTAP機能と連携して動作します。

FlexCloneファイルとFlexClone LUNでサポートされる機能は次のとおりです。

• 重複排除

• Snapshot 数

• アクセス制御リスト

• クォータ

• FlexCloneボリューム

• NDMP

• Volume SnapMirror

• `volume move`コマンド

• スペース リザベーション

• HA構成

FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNによる重複排除

重複排除が有効なボリューム内の親ファイルと親LUNのFlexCloneファイルまた
はFlexClone LUNを作成することで、データ ブロックの物理ストレージ スペースを効率
的に使用できます。

FlexCloneファイルおよびLUNで使用されるブロック共有メカニズムは、重複排除でも使用されます。FlexVol

で重複排除を有効にし、重複排除が有効なそのボリュームをクローニングすることで、FlexVolで最大限のス
ペース削減を実現できます。

`sis

undo`コマンドを重複排除が有効になっているボリュームで実行している間は、その

ボリュームに存在する親ファイルおよび親LUNのFlexCloneファイルおよびFlexClo

ne LUNを作成することはできません。

この手順で説明されているコマンドの詳細については、"ONTAPコマンド リファレンス"を参照してくださ
い。
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スナップショットがFlexCloneファイルとFlexClone LUNでど
のように機能するか

スナップショットとFlexCloneファイルおよびFlexClone LUNの間には相乗効果がありま
す。これらのテクノロジーを使用する場合は、可能なことと関連する制限事項を認識し
ておく必要があります。

FlexCloneファイルおよびLUNの作成

既存のスナップショットからFlexCloneファイルまたはFlexClone LUNを作成できます。コピーは、FlexVol

volumeに含まれる親ファイルと親LUNに基づいて作成されます。

スナップショットの削除

FlexCloneファイルまたはFlexClone LUNの作成中のスナップショットは、手動で削除できません。バックグ
ラウンドのブロック共有プロセスが完了するまで、スナップショットはロックされたままです。ロックされた
スナップショットを削除しようとすると、一定時間後に操作を再試行するように求めるメッセージが表示され
ます。この場合、削除操作を再試行する必要があります。ブロック共有が完了すると、スナップショットを削
除できるようになります。

FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNによるアクセス制御
リストの継承

FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNは、親ファイルおよび親LUNのアクセス制御リ
ストを継承します。

親ファイルにWindows NTストリームが含まれている場合、FlexCloneファイルもそのストリーム情報を継承
します。ただし、6個以上のストリームが含まれている親ファイルはクローニングできません。

FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNとクォータ

FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNを使用する前に、クォータがどのように機能す
るかを理解しておく必要があります。

クォータ制限は、FlexCloneファイルまたはFlexClone LUNの合計論理サイズに適用されます。クォータを超
過する結果になっても、クローニング処理でブロック共有が停止されることはありません。

FlexCloneファイルまたはFlexClone LUNを作成する際、クォータはスペース削減を認識しません。たとえ
ば、10GBの親ファイルのFlexCloneファイルを作成する場合、使用している物理スペースは10GBだけです
が、クォータ利用率は20GB（親ファイルが10GB、FlexCloneファイルが10GB）と記録されます。

FlexCloneファイルまたはLUNを作成した結果としてグループ クォータまたはユーザ クォータを超過する場
合、FlexVolにクローンのメタデータを格納できるだけの十分なスペースがあれば、クローン処理は成功しま
す。ただし、そのユーザまたはグループのクォータはオーバーサブスクライブ状態になります。
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FlexCloneボリュームと関連するFlexCloneファイルおよ
びFlexClone LUN

FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNとその親ファイルまたは親LUNの両方を含
むFlexVolのFlexCloneボリュームを作成できます。

FlexCloneボリュームに存在するFlexCloneファイルまたはFlexClone LUNとその親ファイルまたはLUNは、
親FlexVolと同じ方法で引き続きブロックを共有します。実際、すべてのFlexCloneエンティティとその親が基
盤となる同じ物理データ ブロックを共有するため、物理ディスク スペースの使用量が最小限に抑えられま
す。

FlexCloneボリュームを親ボリュームからスプリットした場合、FlexCloneファイルまたはFlexClone LUNとそ
の親ファイルまたはLUNは、FlexCloneボリュームのクローン内のブロックの共有を停止します。それ以降、
それらは独立したファイルまたはLUNとして存在します。つまり、ボリュームのクローンは、スプリット処理
の前よりも多くのスペースを使用します。

FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNとNDMP

NDMPはFlexCloneファイルとFlexClone LUNの論理レベルで動作します。すべて
のFlexCloneファイルまたはLUNは個別のファイルまたはLUNとしてバックアップされま
す。

NDMPサービスを使用して、FlexCloneファイルやFlexCloneLUNを含むqtreeまたはFlexVol volumeをバックア
ップする場合、親エンティティとクローンエンティティ間のブロック共有は保持されず、クローンエンティテ
ィは個別のファイルまたはLUNとしてテープにバックアップされます。スペースの節約効果は失われます。そ
のため、バックアップ先のテープには、増加したデータ量を保存できる十分な空き容量が必要です。リストア
時には、すべてのFlexCloneファイルおよびFlexCloneLUNが個別の物理ファイルおよびLUNとしてリストアさ
れます。ブロック共有のメリットを復元するには、ボリュームで重複排除を有効にすることができます。

FlexCloneファイルとFlexClone LUNをFlexVol volumeの既存のスナップショットから作成して
いる場合、バックグラウンドで実行されるブロック共有プロセスが完了するまで、ボリューム
をテープにバックアップすることはできません。ブロック共有プロセスの進行中にボリューム
でNDMPを使用すると、しばらくしてから操作を再試行するように求めるメッセージが表示さ
れます。このような状況では、ブロック共有の完了後にテープ バックアップ操作が成功するよ
うに、再試行を続ける必要があります。

FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNとVolume
SnapMirror

Volume SnapMirrorとFlexCloneファイルおよびFlexClone LUNを併用すると、クローニ
ングされたエンティティのレプリケーションが1回で済むため、スペース削減を維持でき
ます。

FlexVolがVolume SnapMirrorソースで、FlexCloneファイルまたはFlexClone LUNが含まれている場
合、Volume SnapMirrorは共有物理ブロックと少量のメタデータのみをVolume SnapMirrorデスティネーショ
ンに転送します。デスティネーションでは、物理ブロックのコピーが1つだけ格納されます。このブロック
は、親エンティティとクローニングされたエンティティで共有されます。そのため、デスティネーション ボ
リュームはソース ボリュームの完全なコピーであり、デスティネーション ボリューム上のすべてのクローン
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ファイルまたはクローンLUNは同じ物理ブロックを共有します。

FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNでのスペース リザベ
ーションの仕組み

FlexCloneファイルとFlexClone LUNを使用する場合は、スペース リザベーション属性の
仕組みを理解しておく必要があります。

デフォルトでは、FlexCloneファイルおよびLUNは、それぞれ親ファイルおよび親LUNのスペース リザベーシ
ョン属性を継承します。ただし、FlexVolにスペースがない場合は、スペース リザベーションを無効にし
てFlexCloneファイルおよびFlexClone LUNを作成できます。これは、それぞれの親で属性が有効になってい
る場合でも可能です。

親と同じスペース リザベーションが設定されたFlexCloneファイルまたはFlexClone LUNを作成できるだけの
スペースがFlexVolにない場合、クローニング処理は失敗することに注意してください。

HA構成とFlexCloneファイルおよびFlexClone LUN

FlexCloneファイルおよびFlexClone LUN操作は、HA構成でサポートされます。

HAペアでは、テイクオーバー処理またはギブバック処理が進行している間は、パートナー上にFlexCloneファ
イルまたはFlexClone LUNを作成できません。パートナー上の保留されたブロック共有処理はすべて、テイク
オーバー処理またはギブバック処理が完了したあと再開されます。
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については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。

5

http://www.netapp.com/TM

	FlexCloneファイルとFlexClone LUNでサポートされる機能 : ONTAP 9
	目次
	FlexCloneファイルとFlexClone LUNでサポートされる機能
	FlexCloneファイルとFlexClone LUNでサポートされる機能
	FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNによる重複排除
	スナップショットがFlexCloneファイルとFlexClone LUNでどのように機能するか
	FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNによるアクセス制御リストの継承
	FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNとクォータ
	FlexCloneボリュームと関連するFlexCloneファイルおよびFlexClone LUN
	FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNとNDMP
	FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNとVolume SnapMirror
	FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNでのスペース リザベーションの仕組み
	HA構成とFlexCloneファイルおよびFlexClone LUN


